
PE03 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

保育者による子どもの発達に応じた保育内容の工夫
―適性処遇交互作用の観点から―

藤谷智子（武庫川女子大学）

キーワード：認知発達，適性処遇交互作用，協同性

目 的

昨年の報告では，実習生による幼児教育における

適性処遇交互作用のエピソードを分析した。子ども

の発達や性格，事前の経験等によって保育者が保育

の仕方を変えていること，年長児になると子どもの

協同性に依拠した保育を展開する傾向が見いだされ

た。今回の報告では，適性の中でも特に重要と考え

られる発達に焦点を絞り，現場の保育者によるエピ

ソードを分析した。仮説は次のとおりである。 保

育者は年齢によって保育内容を変えるだけでなく同

年齢のクラス内での発達差を考慮して保育を構成し

ているが，その意識の配分は年齢によって異なり，

年長児ほどクラス内の発達差に注目し対応する傾向

があるだろう。 保育者が保育のどのような場面で

発達差を意識するかについては，多様な場面であり，

データとしては分散した状態で出てくると考えられ

る。 意識される発達の側面としては，認知・思考

や社会性の発達が多くを占めるであろう。 発達差

への対応も子どもの年齢によって異なり，年長児ク

ラスでは，子ども同士の相互作用による対応，つま

り協同性を踏まえた対応が多いであろう。これは昨

年のデータからも伺えるところである。

方 法

年度阪神間の 市の保育士キャリアアップ講

座の「幼児の発達に応じた保育内容」を担当した際

に，研修後，受講者に依頼し，事前課題で書いてき

たエピソードでも，新たなエピソードでも良いので，

つあるいは つのエピソードを記述してもらった

ものを分析した。時間は次の研修までの休憩時間を

使い，任意で無記名での提出を依頼した。受講者

名中 人の提出で， ％であった。その中には

対象の子どもの年齢が記載していないもの，エピソ

ードの具体性に欠に欠けるため，分析不能なものも

あり，最終的な３歳から５歳のデータの分析対象エ

ピソード数は， であった。分類の仕方について

は，結果及び考察あるいは図の中に記載している。

結果及び考察

年齢比較とクラス内比較については，どの年齢に

おいても有意な差はなく，年齢比較の方が５割～

割であった。しかし，年齢混合クラスにおいては年

齢比較を強く意識しながら保育をしていることが示

された。 発達を考慮した保育場面については，

に示した通りであり，期待したほど自由遊

び場面でのエピソードは得られず， 歳児では劇遊

びや運動会等の行事の前後の保育エピソードが一番

多かった。 意識された発達の側面については，全

体では，認知面が ％，微細運動（鋏の使用など）

が ％であった。どの年齢でも認知が一番多かっ

たが，次に多いものは異なり， 歳児クラスでは社

会性の発達が挙げられていた（ ％）。 年齢によ

る発達に応じた対応の違いについては， に

示している。特に， 歳児では多くの初めての経験

に自主的に取り組めるような環境構成を重視し，

歳児クラスでは，同年齢の子どもとの相互交渉によ

って，言い換えると協同性の発揮の中で，子どもの

発達の個人差に対応していることが示された。しか

し，そうした仕組みを計画的に保育に組み込む保育

者の専門性こそが重要であり，そのノウハウを適性

処遇交互作用の枠組みで，理論的考察を踏まえなが

ら，まとめていきたいと考える。
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Figure 1. 発達を考慮した保育場面（年齢別）
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Figure2. 年齢別の対応の違い
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大学生の と心理的不適応の関連の検討（ ）
―能動的・反応的攻撃性および心理的ストレス反応との関連―

○金子 楓（筑波大学） 濱口佳和（筑波大学）

キーワード： ，能動的・反応的攻撃性，心理的ストレス反応

問題と目的

本研究では 攻撃行動を生成する認知・情緒的

特性の体系として概念化されている能動的・反応

的攻撃性（濱口， ）を取り上げ，大学生の

との関連を検討するとともに，

の実行が行為者自身の心理的ストレ

ス反応にどのような影響を及ぼすかを検討する。

方 法

調査時期： 年 月。

調査対象者：茨城県南部の国立大学生 名（文

化・人間系 （男 女 ） 理科系 男

女 体育系 男 女 芸術系・他 男

女 。（濱口・金子，（ ）と同一サンプル）

調査内容： ：濱口・

金子（ ） により作成された 因子 項目（

件法）の自記式尺度。怒りの発信（ 項目）と自

己顕示（ 項目）からなる。大学生用能動的・反

応的攻撃性尺度（ ）濱口（ ）の 項

目から 項目を抜粋して使用。反応的攻撃性（易

怒性（5），怒り持続（5），怒り強度（4），外責的

認知（3），報復意図（6）），能動的攻撃性（攻撃有

能感（5），他者支配欲求（5），欲求固執（5），攻

撃 肯 定 評 価（ 7 ））。

ストレスチェックリスト・ショートフ

ォーム 今津他（2006）。不安・不確実感（6）, 疲

労・身体反応（6）, 自律神経症状（6）, 抑うつ

気分・不全感（6）を使用。敵意攻撃インベントリ

ー 秦（1990）の言語的攻撃尺度を使用。被受容

感・被拒絶感尺度 杉山・坂本（2006）の被受容

感(8)，被拒絶感(8)を使用した。

結果と考察

モデル検証： に示す仮説モデルを構築し

た。１．能動的・反応的攻撃性が大学生の現実生

活での言語的攻撃と関係性攻撃，そして，ネット

上での を引き起こす。２．現実

生活での関係性攻撃と言語的攻撃，並びに

の実行は，それ自体が多様な心理的ス

トレス反応を高めるとともに，周囲の人々からの

受容を低め，拒否を高めることにより，間接的に

ストレス反応を増加させる。 ７により共分散

構造分析で検証したところ，仮説モデルは支持さ

れなかった。有意でないパスを削除し，修正モデ

ルを構築して再度共分散楮分析を行ったところ，

に示す結果が得られた。反応的攻撃性は

現実生活での言語的攻撃とともにネット上での怒

りの表出を高めること，能動的攻撃性はネット上

での自己顕示を促進すること，

は周囲の受容・拒否とは関連なく直接ストレス反

応を高めることがわかった。

― 413―


